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皆
さ
ん
は
旅
先
な
ど
風
光
明
媚
な
場
所

で
『
○
○
八
景
』
と
い
う
言
葉
を
目
に
し

た
り
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
文
字
ど
お
り
、
土
地
の
景
勝
地
を
８

か
所
選
定
し
た
も
の
を
八
景
と
い
い
ま

す
。

　

起
こ
り
は
、
古
く
中
国
の
北
宋
時
代

（
九
六
〇
〜
一
一
二
七
年
）
で
、
夢
渓
筆

談
・
書
画
の
中
で
湘
江
流
域
の
景
勝
地
８

か
所
が
瀟
湘
八
景
（
し
ょ
う
し
ょ
う
は
っ

け
い
）
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
が
最
古

の
八
景
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
瀟
湘
八

景
は
多
く
の
芸
術
家
た
ち
の
水
墨
画
や
漢

詩
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本

へ
も
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
見
ら
れ
る
八
景
の
多
く
は
こ
の

瀟
湘
八
景
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
瀟

湘
八
景
に
な
ぞ
ら
え
雲
帆（
帰
帆
）・
夜
雨
・

晩
鐘
・
晴
嵐
・
返
照
（
夕
照
）・
秋
月
・
落

雁
・
暮
雪
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
選
定
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
県

内
で
よ
く
知
ら
れ
る
『
水
戸
八
景
』
は
天

保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
水
戸
藩
主
徳
川

斉
昭
が
江
戸
小
石
川
邸
よ
り
水
戸
に
下
っ

た
お
り
、
藩
内
の
景
勝
地
を
選
定
し
た
も

の
で
、
水
門
の
帰
帆
・
青
柳
の
夜
雨
・
山

寺
の
晩
鐘
・
村
松
の
晴
嵐
・
岩
舟
の
夕
照
・

広
浦
の
秋
月
・
太
田
の
落
雁
・
仙
湖
の
暮

雪
と
い
う
よ
う
に
瀟
湘
八
景
の
系
統
を
踏

ん
で
い
ま
す
。

『
額
田
八
景
』

足
立
崖
山
選
定　

昭
和
三
十
三
年
『
広
報

な
か
』
よ
り

・
荘
厳
無
類
産
土
森
・
妙
法
鼓
声
破
暁
寂
・

校
庭
桜
花
曙
光
映
・
群
蛍
乱
舞
吹
上
頭
・

紅
炎
絢
爛
有
池
夕
・
明
月
皎
々
城
跡
秋
・

久
慈
奔
流
崖
壁
砕
・
更
賞
常
北
連
山
景

　

漢
詩
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
額
田
神
社

の
森
・
立
ち
並
ぶ
寺
院
・
額
田
小
の
桜
・

吹
上
坂
の
蛍
・
有
ヶ
池
の
夕
・
額
田
城
跡

の
秋
・
久
慈
川
の
激
し
い
流
れ
・
常
北
連

山
を
詠
ん
で
い
る
。

『
那
珂
町
八
景
』

川
崎
紫
峰
選
定　

昭
和
三
十
二
年
『
広
報

な
か
』
よ
り

・
一
の
関
の
落
雁
・
富
士
坂
の
夕
照
・
芳

南
の
晴
嵐
・
木
の
倉
暮
雪
・
横
堀
の
夜
雨
・

額
田
の
晩
鐘
・
下
河
原
の
帰
帆
・
四
堰
の

秋
の
月

　

昭
和
三
十
年
の
一
町
６
か
村
合
併
で
那

珂
町
が
誕
生
し
、
そ
の
記
念
と
し
て
選
定

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
各
町
村
か
ら
１
箇
所
（
神
崎
は
２
箇

所
）
選
定
さ
れ
て
い
る
。

『
本
米
崎
八
景
』

昭
和
四
十
九
年
『
広
報
な
か
』
よ
り　

・
叶
岬
の
帰
帆
・
上
宮
寺
の
晩
鐘
・
稲
荷

山
の
晴
嵐
・
サ
ッ
カ
ベ
の
夜
の
雨
・
薬
師

山
の
秋
の
月
・
有
ヶ
池
の
夕
照
・
籠
内
の

落
雁
・
松
原
の
暮
雪

　

本
米
崎
地
内
に
伝
わ
る
八
景
。
稲
荷
山

の
晴
嵐
や
籠
内
の
落
雁
な
ど
は
当
時
の
様

子
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
有
ヶ
池
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
松
原
に

は
原
子
力
研
究
所
が
で
き
る
な
ど
、
昭
和

中
期
の
面
影
は
残
っ
て
い
な
い
。
瀟
湘
八

景
系
。

『
那
珂
八
景
』

平
成
八
年
な
か
な
か
塾
選
定

・
笠
松
運
動
公
園
・
幸
久
橋
と
額
田
神
社
・

一
の
関
池
と
中
央
公
民
館
・
宮
の
池
と
不

動
院
・
清
水
寺
と
五
台
文
教
地
区
・
粟
原

の
釣
り
場
と
下
河
原
・
県
民
の
森
と
運
動

公
園
・
下
江
戸
河
原
と
千
代
橋

　

合
併
前
の
那
珂
町
時
代
の
八
景
。
各
地

区
か
ら
施
設
や
公
園
な
ど
親
し
み
の
あ
る

場
所
が
一
般
公
募
か
ら
選
定
さ
れ
た
。
四

季
折
々
の
風
景
が
楽
し
め
る
八
景
で
あ

る
。

久慈川奔流

歴史民俗資料館だより

　
【
郷
土
の
八
景
】

　

那
珂
市
内
に
も
八
景
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

平
成
八
年
に
な
か
な
か
塾
が

選
定
し
た
『
那
珂
八
景
』
は
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実

は
、
そ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か

の
八
景
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
は
、
市
内
の
八

景
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

�

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
今
月　

日
か
ら
那
珂
八
景
展
を
開
催
し
ま
す
。
そ

１９

れ
に
あ
わ
せ
、
今
回
は
、
八
景
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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『
菅
谷
八
景
』

大
正
十
二
年
『
那
珂
郡
郷
土
史
』
よ
り

・
千
本
杉
夜
雨
・
不
動
院
秋
月
・
三
宿
夕

照
・
正
覚
寺
晩
鐘
・
高
内
落
雁
・
一
本
松

晴
嵐
・
京
塚
暮
雪
・
後
台
橋
帰
帆

　

菅
谷
地
区
も
開
発
に
よ
り
選
定
当
時
の

面
影
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
特
に
一
本
松
は
現
在
は
伐
採
さ
れ
何

も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
瀟
湘
八
景
系
。

『
瓜
連
八
景
』

平
成
初
期　

柏
茂
氏
選
定

・
白
鳥
舞
遊
古
徳
沼
・
五
輪
台
名
禽

集
鳴
・
菊
水
城
跡
常
福
寺
・
久
慈
清

流
合
玉
川
・
雨
止
紅
鮮
弁
天
橋
・
鹿

島
秋
月
照
黄
金
・
常
陸
二
宮
老
杉
深
・

花
八
重
咲
静
峰
景

　

漢
詩
で
八
景
を
あ
ら
わ
し
、
場
所

だ
け
で
な
く
状
況
ま
で
も
が
記
さ
れ

て
い
る
。
文
面
だ
け
で
そ
の
状
況
が

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

『
古
徳
八
景
』

詳
細
不
明

・
勢
揃
山
の
秋
月
・
玉
久
理
山
の
暮
雪
・

白
旗
の
夕
照
・
百
段
の
落
雁
・
・
・

　

一
部
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
。
古
徳

沼
の
ほ
と
り
、
勢
揃
山
の
登
り
口
に
「
勢

揃
山
の
秋
の
月
」
と
彫
ら
れ
た
小
さ
な
石

碑
が
建
っ
て
い
る
。
大
正
十
年
に
高
野
庄

七
氏
が
金
婚
式
の
記
念
に
建
立
し
た
も
の
。

地
元
の
人
の
話
で
は
、
他
の
八
景
の
碑
も

存
在
す
る
と
の
こ
と
で
現
在
調
査
中
。

『
門
部
八
景
』

明
治
四
十
三
年
『
木
崎
村
郷
土
史
』
よ
り

・
黒
森
の
夜
雨
・
河
原
の
帰
帆
・
法
起
の

秋
月
・
矢
中
の
落
雁
・
檀
築
の
夕
照
・
土

橋
の
晴
嵐
・
駒
の
膝
の
暮
雪
・
鈴
照
寺
の

晩
鐘

　

古
い
資
料
の
中
に
記
さ
れ
て
い
た
八

景
。
地
元
で
も
知
る
人
は
少
な
い
。
黒
森

は
鹿
島
静
神
社
の
森
、
法
起
は
開
蔵
院
跡

と
思
わ
れ
る
。
瀟
湘
八
景
系
。

問い合わせ　�２９７－００８０

後台橋からの眺め

静峰公園の八重桜
）黒森の夜雨（鹿島静神社）黒森の夜雨（鹿島静神社）

勢揃山の秋の月石碑

　

八
景
が
成
立
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
要
素
は
、
水
と
そ
れ
に
付

随
す
る
美
し
い
景
色
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
八
景
の
祖
、
瀟
湘
八
景
が
洞
庭

湖
と
そ
の
周
辺
の
景
色
か
ら
な
る
こ
と

に
起
因
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市

内
に
い
く
つ
も
の
八
景
が
存
在
す
る
市

町
村
は
、
余
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
複
数

の
八
景
が
残
さ
れ
て
い
る
那
珂
市
は
、

各
地
区
に
水
と
そ
れ
に
合
う
美
し
い
景

色
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
そ
れ
を
八
景
と

し
て
解
し
た
風
流
人
が
暮
ら
し
た
土
地

だ
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
、
周
囲
の
景
色
を
今
一
度

見
渡
し
て
自
分
だ
け
の
八
景
を
探
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と

違
っ
た
郷
土
の
魅
力
に
出
会
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。


